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データの取り扱いと利用システム及び診療形態の変遷
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それぞれの事業所/診療所が情報を持っている
時間も場所もバラバラ

ＩＣＴを利用した
情報共有が
重要！

多職種連携にはICTによる情報共有が必要



(長島 公之，月刊福祉101巻11号 ，2018)より承諾を得て一部改変

地域医療連携と多職種連携

※医療圏域によっては
基幹病院が複数あり
構造は複雑になる 水平方向・面の連携



地域医療連携と多職種連携に用いるシステム



多職種連携システム利用の広まり

Ｈ27年～30年



多職種連携システム利用の広まり
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多職種連携システム利用の広まり

http://www.fukushihoken.metro.tokyo.jp/iryo/iryo_hoken/zaitakuryouyou/cyousakekka/30torikumijyoukyouchousa.html

ICTを活用した情報共有ツール 66.0％



多職種連携システムの分類と特徴
◯利用形態による分類

・タイムライン型 ・・・ 使いやすい

・グループウェア型 ・・・ 多機能

◯提供されるサービス
形態による分類

・汎用系サービス

・医療介護系サービス

・専用系サービス

出典：新医療(2014年9月号)P60(一部改変)



多職種連携システムの要件 10か条

出典：全国医療介護連携ネットワーク研究会 https://ikairen.net/wp/wp-content/themes/mcf/img/pdf/ten_articles.pdf



多職種連携システムの要件 10か条

出典：全国医療介護連携ネットワーク研究会 https://ikairen.net/wp/wp-content/themes/mcf/img/pdf/ten_articles.pdf



多職種連携システムのいろいろ



多職種連携システムのいろいろ



多職種連携システムのいろいろ

◯特徴：シンプル、無料、ユーザーが多い
気軽に使い始めることができる



多職種連携システムの課題と対応方法の検討

東京都医師会第31回医療とITシンポジウム講演3「多職種連携の浸透をはかる仕組みの再考」https://www.tokyo.med.or.jp/11622
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多職種連携システムの事例集

◯患者・家族との連絡・連携

◯行政の参加

◯病診連携

多職種連携システムから
地域包括ケアシステムへ

・・・地域と病院がつながる
→多職種連携と病診連携の融合



複数の多職種連携システム利用による課題への対策

東京都多職種連携ポータルサイト
機能1 多職種連携タイムライン 機能２ 転院支援システム

出典：東京都福祉保健局資料https://www.fukushihoken.metro.tokyo.lg.jp/smph/iryo/iryo_hoken/zaitakuryouyou/t-portal1.html



東京都多職種連携ポータルサイト
「多職種連携タイムライン」

連携している多職種連携システム(現在4システム)で書き込みの一部が閲覧でき、
詳細を見るためのリンクが設置 ⇒ 各システムの入り口となる



地域医療連携システムと東京総合医療ネットワーク

https://www.tokyo.med.or.jp/tokyo_medical_network

https://www.fujitsu.com/jp/solutions/industry/
healthcare/products/humanbridge/



病診連携とそれに用いるシステム
病診連携の必要な状況 主な目的 利用するシステム 主な設置場所

空床病床の共有 病床検索システム 地域病院

気軽な情報のやり取り

モニタリングシステム 患者宅

医療情報連携システム 基幹病院

診療所

共有可能な検査ビューワー 診療所

③診断や治療変更時

②疾患の管理を一緒に行う

①入退院前後の情報共有

病状や症状の把握

検査データの共有

多職種連携システム

◯最近ではWEB会議システムを用いた退院時カンファレンスも
利用が可能になった

⇒病診連携に利用するシステムと多職種連携システムを
連動できるようにすると良い



患者と医療をつなげるシステム

◯オンライン診療システム

◯WEB問診システム

◯PHR

⇒このようなシステムとも連動できると良い

患者と医療をつなげる
システムの利用シーン
も増えてきている



当院におけるシステム連携



さいごに

◯多職種連携システムの利用は広まってきたが、
複数システムの利用が必要などの課題もある

◯「東京都多職種連携ポータルサイト」や
「東京総合医療ネットワーク」などでは
一部のシステムで連動・連携が行われている

◯病診連携や患者と医療をつなげるシステムの
利用シーンも増えてくる

⇒システムの連携・連動について関連業種を含め
真剣に考えていかなくてはならない


